
 

   国際ロータリークラブ第２６７０地区徳島第２分区 

  美馬ロータリークラブ週報 

 
２０１１年６月１４日 火曜日  Vol.２４６ 

■ 例会出席者    ２１名（会員総数２９名）            出 席 率  ７２．４％ 

■ メークアップ       ありません                          

■ ゲスト         

■ 会長挨拶  廣川 公利会長 

          皆さん こんばんは 

気仙沼单ＲＣへ澤田さん、秦さん、三好さん、祖父江さん（澤田自動車社員）の4名が、皆さん 

から預かりました支援物資を届けに、明日（15日）の朝6時に出発します。見送りされる方は 

澤田自動車へお集まりください。いよいよ内閣もあやしくなってまいりましたが、早くけじめを 

つけ一刻も早く大震災の被災者支援が実行できますように願っています。 

私個人の思いは、ドイツのアンゲラ・メルケル首相（思考能力が高く、沈着冷静で強い） 

の様な方が日本にはいいのではと思っています。 

 

■ 幹事報告  田中 義美幹事 

      到着書類 

・鴨島、池田、脇町各RCから週報が届いています。 

        ・気仙沼单ＲＣへ行く人にカンパをお願いします。 

  

■ 委員会報告   

   前田次期幹事 

      例会終了後次期の役員会を開きます。 

      地区大会の申込用紙に記入して提出してください。 

        澤田会員 

          明日出発です、いろいろな人からメッセージを添えて支援物資を頂きました、帰ってきたら 

         美馬ロータリークラブとしてお礼状を出したいと思っています。 

■ 卓話 

      次年度会長、幹事、会計から方針 

   藤野会長エレクト 

      ロータリーの原点といいますか、一時間の例会のさらなる充実が一番大切でなかろうかと思います。 

   この中で心通じ合い楽しい時間を共有することで明日への活力も生まれてくるのだと思います。 

次年度は力及びませんが、一生懸命自分のできる事をやらせていただきます。 

皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

前田次期幹事 

地区協議会のとき幹事の役目というものはこんなに重たいものか、大事なものかと感じ 

ました。尚今、記憶にとどめている事は会長と一体でなければいかん、幹事には権限があるんで 

すけども、謙虚でなければいかんという事です。 

来期のRIのテーマは非常に哲学的な｢心の中を見つめよう博愛を広めるために｣となっています。 

道元禅師の｢正法眼蔵｣の中に｢仏道を習うは自己を習うなり｣とあります、四つのテストを基本にしま 

して、この自己研鑽を広く深く進めたいと思っています。その中で個性豊かな楽しい例会ができたら 

と思っていますご協力をよろしくお願いいたします。 

 



     三好次期会計 

         来期会計という重責を任されました。こういう機会を与えて頂いたので勉強し自分自身が 

成長できるよう頑張っていきたいと思っています。 

         会計としては、細かな記帳とそれを皆さんに公開する事がスムーズな会活動には重要と思って 

います。おそらく各先輩方はハラハラする事が多々あろうかと思いますがロータリークラブの持つ 

寛容の心で優しくご指導を頂けたら非常にありがたく思います。 

頑張って行きますのでどうか皆さんよろしくお願いします。 

 

■ 欠席者 

     小田、川田、千葉、七田、林、吉田、藤田、戸島 

各会員メークアップをお願いします。 

            

■ 次回例会  

２０１1年６月２１日（火）  １８：３０より  レストラン西岡 

 

 

参加者 江崎ＲＩ会長代理、ガバナー、パストガバナー、直前ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、 

      ガバナーノミニーノミニー、 

      直前地区代表幹事、地区代表幹事、次期地区代表幹事、次次期地区代表幹事、直前地区会計長、地区会計長、 

      直前地区会計長、直前地区副会計長、次期会計長、各クラブ現会長と現幹事（会長幹事協議会登録者）、 

      ホストクラブ役員 

       

     （一般会員、他地区参加者、長期交換学生、米山奨学生、ローターアクト、インターアクトの方 


